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白萩西部・陽南小校区保護者への意向調査実施に伴う学校教育審議会進捗状況

説明会 

 

１ 日 時  令和５年９月６日(水) 19時～19時 55分 

２ 場 所  上市町役場 ４階大ホール 

３ 参加者  11名 

４ 出 席  牧田教育長、平井事務局長、 

スタッフ 教委：藤田局長代理、森田局長代理 

５ 概 要  次のとおり 

 

⑴ 開会 

 

⑵ あいさつ 

 

 ⑶ 上市町学校教育審議会進捗状況 

平井教育委員会事務局長より説明 

 

⑷ 白萩西部・陽南小複式学級の状況 

平井教育委員会事務局長より説明 

  

 ⑸ 質疑応答 

参加者① 

白萩西部小の複式学級に不安があったが、思っていた複式学級とは違っ

た。体育や音楽は複式だが、４教科はそれぞれ非常勤の先生が授業をして

いて、不安はなくなった。今後の対応を詳しく教えて欲しい。 

 

教育委員会事務局長 

これまでは町が複式学級解消のため担任となる講師を配置し、複式学級

を解消してきた。今年度は担任を引き受けてもらえる講師が見つからず複

式学級となったが、短時間の非常勤講師を配置することで、限られた教科

では学年を分けて授業をすることができている。しかしながら今後、複式

が増えてくると非常勤講師の確保も難しいものと考えている。 

 

参加者② 

通学の面をどう考えているか。 

 

教育委員会事務局長 

いずれの統合の形にしても徒歩通学の距離は学校から半径２㎞程度、時
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間で 30分から 40分が通える距離。それ以上の距離はスクールバスなどの

手当が必要と考えている。 

 

参加者③ 

スクールバスは中学校と兼ねるのか。 

 

教育委員会事務局長 

町内１校に統合の場合は、スクールバスの組み換えが必要だが、白萩西

部小と陽南小を上市中央小に統合する場合は、現在の路線バスを使用する

ことが前提となり、中学校と兼ねることになると思われる。 

 

参加者④ 

基本的スケジュールの中にある合意形成とはどういうものなのか。 

 

教育委員会事務局長 

審議会の答申を受け、町としての方針を決めることとなる。その方針を

説明する場を設ける。また、学校を建設するための基本構想をつくる際に

も、ワークショップのような意見を聞く場を設けたいと考えている。 

 

参加者④ 

答申の後、地区説明会の前に保護者向けに途中経過を聞かせていただけ

るのか。 

 

教育委員会事務局長 

できるだけ丁寧に説明したいと考えているが、町としての基本方針の説

明は地区説明会にまとめさせていただきたい。審議会の議事録もホームペ

ージに掲載している。また、随時パブリックコメントも受け付けているの

で、意見を寄せていただきたい。 

 

参加者⑤ 

教育委員会が示す案２は出来るだけ早い時期に統合となっているが、大

まかなスケジュールを教えて欲しい。 

 

教育委員会事務局長 

案２における白萩西部小と陽南小、または上市中央小を加えての３校で

の統合は早くても令和８年と考えている。学校を閉じるにも色々な手続が

あるので準備期間が必要である。 
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参加者⑤ 

令和８年より遅れる可能性は。 

 

教育委員会事務局長 

統合が適切との答申が出された場合は、令和８年を目途に出来るだけ早

急に進めたい。ただし、まだ審議会の途中でもあるので、簡単に約束はで

きない。 

 

参加者⑥ 

審議会はどこからどこまでを話し合う場なのか。 

 

教育委員会事務局長 

１つ目は小学校の適正規模についてであるが、教育委員会から提案した

１学級 15 人から 25 人程度、学級数は１学級以上、通学距離は徒歩 30 分

～40分程度圏内が望ましいという案で、すでに了承をいただいている。２

つ目は将来的な学校統廃合の具体的な枠組みについて。これについては、

学校建設という面からも小中合わせ校舎は１つが望ましいとの方向で議

論が進んでいる。３つ目は教育環境のことを審議していただく。 

 

参加者⑥ 

議事録を見ると２ヵ月に１回の開催であるが、もっとスピードをあげな

いと基本構想作成に時間が作れないのでは。 

 

教育委員会事務局長 

１回目は審議内容の説明が主となり、その場で質問や意見をいただくだ

けで終了となった。このため、２回目は事前に資料を配布し、意見をまと

めたうえで審議していただくことでスムーズな進行となった。この後は９

月 25日に県外視察を行い、10月４日に第３回目の審議会を予定しており、

概ね１か月毎に一度のペースで審議会を開きたいと考えている。 

 

参加者⑥ 

複式学級になった場合に、担任となる臨時講師をさがすのか。 

 

教育委員会事務局長 

これまでは町単独で担任を受け持つ臨時講師を雇用してきたが、これか

らは教員不足もあり配置は難しいと考えている。 

 

参加者⑦ 
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審議会の間に地域説明会はしないのか。また、意向調査の回答状況など

地域住民へ公表しないのか。 

 

教育委員会事務局長 

以前に地区懇談会を開催していることと、審議会の議事録を町ホームペ

ージで公表し、パブリックコメントも受け付けていることから開催はしな

い。町としての基本方針が定まってから説明する場を設けたい。意向調査

については、現在、３分の１ほどから回答があったが、結果については次

回の審議会で協議のための資料として提出するものであることから審議

会資料の町ホームページへの掲載をもって公表とする。 

 

参加者⑧ 

小学校の授業参観など保護者向けに説明会はできないか。 

 

教育委員会事務局長 

各学校から要望があれば出向いて説明したい。 

 

参加者⑨ 

意向調査の３つの項目のうち、一番多い回答で決定とするのか。また、

以前の説明会では統合するのが１校になるのか２校になるのかという話

だったが、この意向調査では将来的に１校に統合することが前提となって

いるように思われるが。 

 

教育委員会事務局長 

意向調査で決まるものではなく、結果を審議会に資料として提出し、議

論していただくことになる。将来的に１校にまとめるという案は教育委員

会があくまで議論のたたき台として提案したものであるが、現時点では審

議会においても将来的に町内の小中学校を１校にした方が良いのではと

いう方向で議論が進んでいる。 

  

  ⑹ 閉会 

 

以上 

 


